
参加費：無料

対 象

応募方法

人事労務担当者、海外赴任予定者

裏面申込書を事務局へメールにて事前にご送付下さい。

中央労働災害防止協会 技術支援部 国際課

〒108-0014 東京都港区芝5-35-2 担当 高井・安藤

第20回 海外進出 安全衛生

海外における安全衛生ネットワーク構築のために

情報交流会

TEL: 03(3452)6297/ FAX: 03(5445)1774

当日は、本申込書を受付に提出し会場にお入り下さい。

参加証等は特段ございません。

（厚生労働省 補助対象事業）

日時・会場

安全衛生総合会館 5階研修会場

（東京都港区芝5-35-2） （※下記地図参照）

（会場受付は、12:30より開始いたします。）

最寄駅 JR田町駅 もしくは 地下鉄三田駅

中央労働災害防止協会

Eｍail: trajisha@jisha.or.jp

定員（先着順）: ６０名

海外の安全衛生事情に興味のある方等

令和7年2月25日（火） 13:00～17:00

事務局（お申込み・お問合わせ）

「海外日系企業におけるパワーハラスメント

講師：亀田高志 氏

【講演1】13:10～14:10（60分）

（株）健康企業 代表・医師

講師：宮森千嘉子 氏

【講演2】14:20～15:20（60分）

参加者同士によるワークショップ～問題点の

【情報交流会】15:25～16:55（90分）

共有とネットワーク構築のための情報交流会

和製英語でもあるパワーハラスメントを行為者の言動の適
否だけで考えるのは誤りです。日本人によるアジア地域に
おけるハラスメント行為には、単身赴任、多量飲酒、健康状
態、人選、異文化交流、人種差別的な視点まで、多面的な
構造を考慮する必要があります。今回は海外事業の成否、
事業継続の観点を含めて考察したいと思います。

自分の文化や規範を普遍的な基準と考える姿勢は、国境
を超えても効果的でしょうか？文化・背景の異なる他者と協
働し、成果を出すためには異文化適応力（CQ Culture 

Intelligence)が欠かせません。各国の文化価値観のナビ
ゲーターであるツールを用いて日本の文化的価値観や常
識、規範を見つめ直し、それが他国とどれほど異なるかを
提示することを通じて、自己理解・他者理解を深めます。

の構造と対策」

一般社団法人CQラボ 主宰

「海外赴任者のための異文化理解のすすめ」

https://www.jisha.or.jp/international/exchange_communication/pdf/meeting20250225_application.doc

